
　
二
〇
一
七
年
一
一
月
一
八
日
、
東
京
学
芸
大
学
で
国
際
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
師
範
学
校
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
現
状
と
課
題
―

二
〇
世
紀
東
ア
ジ
ア
の
教
育
と
向
き
合
う
」
が
開
催
さ
れ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
日
程
と
発
表
題
目
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
師
範
学
校
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
現
状
と
課
題
―
二
〇
世

紀
東
ア
ジ
ア
の
教
育
と
向
き
合
う
」

司
会
者　

及
川　

英
二
郎

「
台
湾
に
お
け
る
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
現
状
と
課
題
―
日

本
植
民
地
師
範
教
育
史
を
中
心
に
」

楊　

思
偉
（
南
華
大
学
）

「
韓
国
に
お
け
る
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
現
状
と
課
題
―
師

範
教
育
史
を
中
心
に
」

鄭　

在
貞
（
ソ
ウ
ル
市
立
大
学
）

『
思
ひ
出
の
青
山
』（
記
録
映
画
の
上
映
）

「
日
本
の
教
員
養
成
史
研
究
と
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
役
割

（
報
告
）」

岩
田　

康
之
（
東
京
学
芸
大
学
）

「
東
京
学
芸
大
学
に
お
け
る
資
料
収
集
の
現
状
と
課
題
」

小
正　

展
也
（
東
京
学
芸
大
学
大
学
史
資
料
室
）

「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
の
現
状
と
課
題
」　　
　
　
　
　

戎　

子
卿
（
東
京
学
芸
大
学
大
学
史
資
料
室
）

コ
メ
ン
ト　

君
塚　

仁
彦
（
東
京
学
芸
大
学
）

　
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
東
京
学
芸
大
学
が
戦
前
の
日

本
の
旧
師
範
学
校
が
所
蔵
す
る
貴
重
資
料
（
行
政
、
学
生

の
個
人
記
録
な
ど
）
を
活
用
し
、
現
在
よ
り
さ
ら
に
公
開

さ
れ
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
す
る
と
共
に
師
範
学
校
が

担
っ
て
き
た
教
員
養
成
に
関
す
る
歴
史
研
究
を
さ
ら
に
発

展
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
今
回
は
、

そ
の
中
で
も
戦
前
の
師
範
学
校
に
関
連
す
る
資
料
の
保
存

と
管
理
の
状
況
と
旧
植
民
地
（
台
湾
と
朝
鮮
）
の
師
範
教
育

に
つ
い
て
の
研
究
の
現
状
が
紹
介
さ
れ
た
。

　
午
前
中
は
台
湾
と
韓
国
の
植
民
地
時
代
の
師
範
学
校
に

関
わ
る
資
料
の
保
存
と
研
究
状
況
に
つ
い
て
二
つ
の
報
告

が
あ
っ
た
。
ま
ず
楊
思
偉
氏
の
発
表
は
、
台
湾
の
植
民
地

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
師
範
学
校
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
現
状
と
課
題

―
二
〇
世
紀
東
ア
ジ
ア
の
教
育
と
向
き
合
う
」（
東
京
学
芸
大
学
）
参
加
記

外
国
語
学
研
究
科　

中
国
言
語
文
化
専
攻　

修
士
課
程　

郭
　
夢
垚
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時
代
の
教
育
制
度
の
変
遷
に
伴
い
師
範
学
校
の
数
も
増
加

し
、
台
湾
人
の
高
等
教
育
を
受
け
る
機
会
が
拡
大
し
た
。

さ
ら
に
、
師
範
学
校
か
ら
師
範
専
科
学
校
に
か
わ
り
、
ま

た
師
範
学
院
に
昇
格
し
、
現
在
は
教
育
大
学
と
い
う
名
称

に
変
わ
っ
て
き
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
の
変
遷
に
基
づ

き
、
植
民
地
時
代
か
ら
中
華
民
国
時
代
に
お
け
る
元
の
師

範
学
校
の
資
料
は
現
在
台
湾
の
大
学
図
書
館
（
台
湾
大
学
、

台
湾
師
範
大
学
、
成
功
大
学
、
台
南
大
学
、
及
び
台
北
教

育
大
学
な
ど
）
と
機
構
で
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明

し
た
。

　
そ
こ
で
、
国
立
台
湾
図
書
館
、
中
央
研
究
院
台
湾
史
研

究
所
、
多
く
の
大
学
図
書
館
を
含
め
、
師
範
学
校
に
関
す

る
資
料
の
所
蔵
状
況
と
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
公
開
資
料
だ

け
で
は
な
く
、
総
督
府
の
公
文
書
、
地
方
史
、
師
範
学
校

校
友
会
誌
な
ど
の
植
民
地
期
の
台
湾
に
関
す
る
檔
案
資
料

も
紹
介
さ
れ
た
。

　
た
と
え
ば
、
国
史
館
台
湾
文
献
館
が
所
蔵
し
て
い
る
植

民
地
時
代
に
お
け
る
台
湾
総
督
府
の
行
政
文
書
（
台
湾
総

督
府
檔
案
の
約
二
八
万
件
、
総
督
府
専
売
局
檔
案
の
約

一
〇
万
件
、
台
湾
総
督
府
府
官
報
、
台
湾
塩
業
檔
案
な
ど
）

が
『
館
蔵
史
料
査
詢
系
統
』（
h
t
t
p
:
/
/
d
s
3
.

t
h
.
g
o
v
.
t
w
/
d
s
3
）
と
い
う
シ
ス
テ
ム
を

通
し
て
、
す
で
に
公
開
さ
れ
、
全
文
の
画
像
が
閲
覧
で
き

る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
。

　
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、『
台
湾
総
督
府
文
書
目
録
』
明
治

期
・
全
二
七
巻
（
ゆ
ま
に
書
房
、
一
九
九
四
ー
二
〇
〇
九
）

に
続
く
大
正
期
・
二
八
ー
三
一
巻
（
ゆ
ま
に
書
房
、

二
〇
一
一
ー
二
〇
一
六
、
全
一
四
巻
、
二
〇
二
八
年
ま
で

刊
行
さ
れ
る
予
定
）
も
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
台
湾
の
植
民

地
期
の
師
範
学
校
に
関
す
る
研
究
は
大
き
な
進
展
を
み
る

こ
と
が
で
き
た
、
と
い
う
。
そ
の
先
行
研
究
の
中
で
も
、

呉
文
星
氏
の
修
士
論
文
『
日
據
時
期
台
湾
師
範
教
育
之
研

究
』（
国
立
台
湾
師
範
大
学
歴
史
研
究
所
、
一
九
八
三
年
）

は
、
台
湾
の
師
範
教
育
研
究
に
新
た
な
地
平
を
拓
い
た
こ

と
も
紹
介
さ
れ
た
。
報
告
の
後
、
簡
単
な
質
疑
応
答
の
時

間
が
設
け
ら
れ
た
が
、
台
湾
の
植
民
地
時
期
を
と
ら
え
る

歴
史
用
語
と
し
て
「
植
民
地
期
」、「
日
據
」、「
日
治
」
と
い

う
言
い
方
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
を
巡
っ
て
活
発
な
意
見

交
換
が
あ
っ
た
こ
と
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

　
鄭
在
貞
氏
の
発
表
は
、
韓
国
の
場
合
、
植
民
地
期
の
後
、

政
権
の
変
化
が
激
し
く
、
師
範
学
校
の
設
置
と
廃
止
が
繰

り
返
さ
れ
た
た
め
師
範
学
校
の
連
続
性
が
担
保
さ
れ
ず
、

韓
国
の
師
範
教
育
に
関
連
す
る
資
料
を
一
括
し
て
管
理
す

る
機
関
が
な
か
な
か
成
立
し
て
い
な
い
状
況
に
触
れ
る
も

の
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
一
九
二
二
年
に
「
朝
鮮
総
督
府

諸
学
校
官
制
」
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
京
城
師
範
学
校
の
資

料
は
、
戦
後
、
ソ
ウ
ル
大
学
校
師
範
大
学
に
引
き
継
が
れ

た
が
、
そ
の
継
承
は
正
式
に
は
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
現

在
は
ソ
ウ
ル
大
学
の
中
央
図
書
館
と
国
立
中
央
図
書
館
、

国
史
編
纂
委
員
会
、
国
家
記
録
院
な
ど
の
各
機
構
に
分
散
・

所
蔵
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
。

↑シンポジウムの様子
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学科活動・ゼミ活動●

　
そ
の
他
に
、
午
前
中
に
は
『
思
ひ
出
の
青
山
』
と
い
う
映

画
も
上
映
さ
れ
た
。
こ
の
記
録
映
画
は
、
東
京
学
芸
大
学

の
前
身
で
あ
っ
た
「
東
京
府
青
山
師
範
学
校
」
の
一
九
三
六

年
の
様
子
を
記
録
し
た
も
の
で
、
当
時
の
学
校
の
外
観
、

生
活
、
授
業
、
校
舎
な
ど
の
様
子
は
勿
論
、
一
九
三
六
年

の
卒
業
式
の
様
子
な
ど
が
記
録
さ
れ
て
い
た
。
記
録
映
画

は
無
声
で
あ
っ
た
が
、
当
時
の
生
徒
の
着
物
、
授
業
の
形

式
や
流
れ
な
ど
を
と
ら
え
て
お
り
、
当
時
の
師
範
学
校
の

授
業
や
生
活
を
垣
間
見
る
貴
重
な
映
像
資
料
で
あ
る
と
い

え
る
。

　
午
後
の
発
表
は
日
本
の
教
員
養
成
史
研
究
と
東
京
学
芸

大
学
に
お
け
る
資
料
の
収
集
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
が

紹
介
さ
れ
た
。
岩
田
康
之
氏
の
発
表
で
は
日
本
に
お
け
る

初
等
、
中
等
教
員
の
養
成
が
主
た
る
養
成
ル
ー
ト
「
正
系
」

（
師
範
学
校
、高
等
師
範
学
校
）
と
補
完
的
養
成
ル
ー
ト
「
傍

系
」（
旧
制
大
学
、
専
門
学
校
、
教
員
養
成
所
な
ど
）
の
二

つ
の
ル
ー
ト
に
分
け
て
存
在
し
て
お
り
、
教
員
養
成
史
の

研
究
は
制
度
史
と
社
会
史
の
二
つ
の
流
れ
に
並
行
し
て
い

る
と
述
べ
た
。

　
旧
制
師
範
学
校
は
一
九
四
三
年
以
前
、
府
県
立
の
中
等

教
育
機
関
と
し
て
、
一
九
四
三
年
の
師
範
教
育
令
に
よ
っ

て
専
門
学
校
と
同
程
度
の
位
置
が
つ
け
ら
れ
、
一
九
四
九

年
か
ら
旧
制
の
帝
国
大
学
と
同
格
の
教
育
機
関
で
あ
る
新

制
大
学
に
な
る
。
短
期
間
で
「
三
段
跳
び
」
と
い
う
転
換
の

現
象
に
よ
っ
て
、
急
激
な
人
事
変
化
が
起
こ
り
、
旧
制
師

範
学
校
の
教
員
は
い
か
に
新
制
大
学
の
教
授
に
な
っ
た
の

か
、
あ
る
い
は
降
格
の
教
員
が
ど
の
よ
う
な
処
遇
に
置
か

れ
た
の
か
、
と
い
う
教
員
養
成
の
研
究
は
教
育
系
大
学
の

沿
革
史
と
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
教
員
養

成
課
程
に
お
け
る
「
ピ
ー
ク
制
」（
教
科
担
任
）
の
目
的
が

得
意
分
野
を
持
つ
教
員
の
養
成
で
あ
る
の
か
、
学
問
を
身

に
つ
け
る
の
か
、
さ
ら
に
教
員
を
志
望
し
な
い
「
学
芸
大

学
」
の
学
生
に
も
専
門
教
養
を
与
え
る
の
か
が
注
目
す
べ

き
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
報
告
者
は
教
育
系
大
学
の
史
料

に
は
、
教
育
の
実
相
を
伝
え
る
資
料
を
保
存
し
、
み
な
が

自
由
に
閲
覧
可
能
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
と
総
括
し

た
。

　
今
、
教
育
改
革
と
教
員
養
成
に
つ
い
て
は
、
日
本
だ
け

で
は
な
く
、
東
ア
ジ
ア
の
各
地
で
活
発
な
討
論
が
行
わ
れ

て
い
る
一
方
、
研
究
資
料
の
収
集
、
保
存
と
管
理
が
共
通

の
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
旧
師
範
学
校
関
連
の
行
政
文
書

の
デ
ジ
タ
ル
化
を
見
れ
ば
、
日
本
の
大
学
と
比
べ
、
中
国

大
陸
で
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
や
目
録
の
作
成
な
ど
の

方
面
は
優
位
を
占
め
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
資

料
を
ど
の
程
度
ま
で
公
開
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
依
然
と
し

て
解
決
の
方
法
を
見
つ
け
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
そ

の
た
め
、
国
際
間
で
共
同
作
業
を
推
し
進
め
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
、
と
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し

て
感
じ
た
。

↑映画「思ひ出の青山」の上映
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